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一
、
は
じ
め
に

　

井
上
靖
（
一
九
〇
七
年
五
月
六
日
～
一
九
九
一
年
一
月
二
九
日
）
の
長
編
小
説

「
敦
煌
」
は
、
一
九
五
九
年
一
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
雑
誌
『
群
像
』（
第
14
巻
第

1
号
～
第
5
号
）
に
連
載
さ
れ
、
同
年
一
一
月
に
講
談
社
よ
り
単
行
本
が
刊
行
さ

れ
た
。
中
国
の
西
域
を
題
材
と
し
た
こ
の
作
品
は
、短
編
「
楼
蘭
」（『
文
藝
春
秋
』

第
36
巻
第
7
号
、
一
九
五
八
年
七
月
）
と
合
わ
せ
て
一
九
六
〇
年
一
月
、
第
一
回

「
毎
日
芸
術
賞
」
を
受
賞
し
、
井
上
靖
の
代
表
作
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。

　
「
敦
煌
」
は
一
一
世
紀
の
中
国
、
宋
の
時
代
を
背
景
に
描
か
れ
て
い
る
。
以
下
、

主
人
公
趙
行
徳
の
遍
歴
を
追
っ
て
あ
ら
す
じ
を
示
す
。
趙
行
徳
は
、
進
士
試
験
を

受
け
る
た
め
、
都
開
封
に
上
る
。
結
局
、
落
第
す
る
が
、
城
外
の
市
場
で
偶
然
西

夏
の
女
を
救
う
。
そ
の
後
、
西
夏
の
女
か
ら
も
ら
っ
た
布
切
れ
に
記
さ
れ
て
い
る

文
字
を
追
究
す
る
た
め
、
西
夏
に
向
か
い
、
朱
王
礼
の
率
い
る
西
夏
軍
の
漢
人
部

隊
に
編
入
さ
れ
る
。
戦
火
の
中
の
甘
州
城
内
で
、
趙
行
徳
は
ウ
ィ
グ
ル
の
王
女
と

出
会
っ
て
愛
し
合
う
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
西
夏
文
字

を
学
ぶ
た
め
に
趙
行
徳
は
興
慶
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ウ
ィ
グ
ル
の
王
女

は
、
趙
行
徳
の
二
年
半
に
わ
た
る
不
在
の
間
に
、
西
夏
の
李
元
昊
の
側
室
に
さ
れ

る
。
生
き
て
帰
っ
て
き
た
趙
行
徳
を
見
る
と
、
彼
女
は
苦
し
ん
で
城
壁
か
ら
投
身

自
殺
す
る
。
物
語
の
最
後
に
、
西
夏
を
裏
切
っ
た
朱
王
礼
も
沙
州
帰
義
軍
節
度
使

曹
賢
順
も
戦
死
し
、
賢
順
の
弟
延
恵
は
沙
州
城
内
に
留
ま
っ
て
自
ら
を
火
中
に
投

じ
る
。
趙
行
徳
は
沙
州
が
焼
け
落
ち
る
寸
前
、
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
膨
大
な
経

典
を
守
る
た
め
、
商
人
尉
遅
光
の
欲
心
に
乗
じ
て
そ
れ
ら
を
城
外
の
千
仏
洞
へ
運

ん
で
塗
り
こ
め
る
。
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
、
こ
れ
ら
文
化
遺
産
が
発
掘
さ
れ
、
世

界
の
注
目
を
集
め
る
。

　
「
敦
煌
」
は
歴
史
小
説
で
あ
り
、
科
挙
、
河
西
地
方
の
状
況
、
西
夏
の
興
起
、

節
度
使
や
仏
教
な
ど
、
多
く
の
歴
史
的
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。
井
上
靖
自
筆

の
「
作
家
の
ノ
ー
ト
」、「『
敦
煌
』
に
つ
い
て
」と「
小
説
「
敦
煌
」
ノ
ー
ト
」に
よ

る
と
、「
敦
煌
」
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
上
記
の
歴
史
要
素
に
関
す
る
資
料
や
文

献
を
大
量
に
参
看
し
た
と
い
う
。
例
え
ば
、『
宋
史
』
や
『
宋
史
紀
事
本
末
』
な

ど
の
史
書
、
藤
枝
晃
「
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
始
末
」
や
宮
崎
市
定
『
科
挙
』
な
ど

の
研
究
文
献
、
大
谷
探
険
隊
の
『
新
西
域
記
』、
小
説
『
水
滸
伝
』
や
随
筆
「
東

京
夢
華
録
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
、

井
上
は
特
に
藤
枝
晃
の
「
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
始
末
」
と
い
う
論
文
（
以
下
で
は

便
宜
上
、「
藤
枝
論
文
」
と
称
す
）
を
重
要
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
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次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

大
体
当
時
の
沙
州
、
瓜
州
の
権
力
者
で
あ
る
帰
義
軍
節
度
使
な
る
も
の
が
、

い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
判
ら
な
い
。
京
大
人
文
科
学
研
究
所
の
藤
枝
晃

氏
が
、「
帰
義
軍
節
度
使
始
末
」
な
る
大
変
な
労
作
を
大
学
の
卒
業
論
文

に
し
て
い
な
か
っ
た
な
ら
、
私
は
こ
の
小
説
の
執
筆
を
断
念
し
て
い
た
こ

と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
こ
の
論
文
は
一
冊
に
纏
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
古

い
収
録
雑
誌
「
東
方
学
報
」
を
図
書
館
か
ら
借
り
出
し
て
来
て
、大
学
ノ
ー

ト
五
冊
に
書
き
写
し
た
。

　

ま
た
、
井
上
の
参
考
箇
所
は
「
帰
義
軍
節
度
使
」
自
体
に
関
す
る
内
容
だ
け
で

は
な
く
、
以
下
の
よ
う
に
、
帰
義
軍
節
度
使
の
根
拠
地
で
あ
る
沙
州
、
つ
ま
り
敦

煌
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
作
り
も
、
藤
枝
論
文
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

節
度
使
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
勿
論
、
そ
れ
よ
り
、
当
時
の
敦
煌
と
い
う

と
こ
ろ
が
、
異
民
族
に
取
り
巻
か
れ
た
漢
民
族
の
独
立
国
み
た
い
な
と
こ

ろ
と
考
え
て
間
違
い
な
い
こ
と
を
、
そ
の
論
文
（「
藤
枝
論
文
」
を
指
す

―
―
稿
者
注
）
か
ら
教
え
て
貰
っ
た
こ
と
は
、
何
よ
り
有
難
か
っ
た
。

　

こ
の
藤
枝
論
文
に
関
し
て
は
、
一
部
の
先
行
研
究
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
藤
澤
秀
幸
は
「
井
上
靖
と
敦
煌
」
に
お
い
て
、
藤
枝
晃
の
研
究
が
「
敦
煌
」

の
成
立
に
果
た
し
た
大
き
な
役
割
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

⑶
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井
上
靖
は
『
敦
煌
』
執
筆
に
際
し
て
、
多
く
の
資
料
を
参
考
に
し
た
。
た

と
え
ば
、
当
時
の
沙
州
と
瓜
州
を
統
治
し
た
帰
義
軍
節
度
使
に
つ
い
て
は
、

藤
枝
晃
の
『
帰
義
軍
節
度
使
始
末
』
に
よ
っ
て
そ
の
知
識
を
得
た
。（
略
）

さ
ら
に
藤
枝
晃
の
『
維
摩
変
の
一
場
面
』『
西
夏
経
』『
遊
牧
民
族
の
研
究
』

『
長
江
馬
』等
の
論
文
も
参
考
に
さ
れ
た
。も
し
、藤
枝
晃
の
研
究
が
な
か
っ

た
な
ら
ば
、『
敦
煌
』
は
今
わ
れ
わ
れ
が
目
に
す
る
小
説
と
は
全
く
別
の

も
の
と
な
っ
た
か
、
あ
る
い
は
『
敦
煌
』
と
い
う
小
説
自
体
が
書
か
れ
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
藤
枝
論
文
は
「
敦
煌
」
執
筆
時
の
重
要
な
参
考
資
料
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
小
説
「
敦
煌
」
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
は
、
分
析
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、尹
芷
汐
は
「
埋
葬
／
発
見
さ
れ
る
異
民
族
の
歴
史
―
―
「『
楼

蘭
』『
敦
煌
』」論
」に
お
い
て
、藤
枝
論
文
を
引
用
し
な
が
ら
、「
回
鶻
の
郡
主（
ウ
ィ

グ
ル
の
王
女
を
指
す
―
―
稿
者
注
）
と
尉
遅
光
が
漢
人
と
の
混
血
で
あ
る
こ
と
」

と
「
尉
遅
光
の
隊
商
の
存
在
」に
つ
い
て
、
藤
枝
の
記
述
が
小
説
「
敦
煌
」
に
実

際
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
尹
氏
は
「
架
空
の
人
物
と
虚
構
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
書
く
際
に
、
井
上
靖
も
歴
史
学
の
資
料
を
き
ち
ん
と
参
考
し
よ
う
と

し
て
い
る
」と
述
べ
、
井
上
が
用
い
た
参
考
資
料
と
「
敦
煌
」
に
お
け
る
設
定
の

背
景
と
を
つ
な
げ
て
論
じ
る
。
た
だ
し
、
尹
氏
の
論
で
は
、「
敦
煌
」
の
描
写
を
、

藤
枝
論
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
の
具
体
的
な
分
析
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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本
稿
で
は
、「
節
度
使
」
の
描
写
を
め
ぐ
っ
て
、
小
説
「
敦
煌
」
と
藤
枝
論
文

と
の
共
通
点
と
相
違
点
を
そ
れ
ぞ
れ
分
析
し
、
井
上
靖
が
藤
枝
論
文
を
ど
の
よ
う

に
利
用
し
た
の
か
を
検
討
す
る
。

二
、
藤
枝
論
文
と
「
節
度
使
」
の
概
略

　

ま
ず
、
藤
枝
晃
と
藤
枝
論
文
に
つい
て
紹
介
す
る
。
藤
枝
晃（
一
九
一
一
年
八
月

三
日
～
一
九
九
八
年
七
月
二
三
日
）
は
東
洋
史
学
の
専
攻
で
、
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
の
教
授
を
務
め
、
敦
煌
学
及
び
西
域
か
ら
出
土
し
た
古
写
本
類
の
研
究

で
知
ら
れ
て
い
る
。『
征
服
王
朝
』（
秋
田
屋
、
一
九
四
八
年
三
月
）、『
文
字
の
文

化
史
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
一
〇
月
）
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。

　

藤
枝
論
文
（「
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
始
末
」）
は
、
一
九
四
一
年
一
二
月
か
ら
一

九
四
三
年
一
月
ま
で
、四
回
に
わ
た
っ
て
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
発
行
の『
東

方
学
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
は
、「
序
説
」、「
上
編　

唐
末
の
河
西
地

方
の
形
勢
―
―
張
氏
時
代
の
帰
義
軍
―
―
」、「
下
編　

東
西
交
通
路
上
の
敦
煌
―

―
曹
氏
時
代
の
帰
義
軍
―
―
」
と
「
余
論
」
か
ら
構
成
さ
れ
、
諸
史
料
に
基
づ
い

て
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
の
二
百
年
間
の
歴
史
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
目
次
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

序
説

上
編　

唐
末
の
河
西
地
方
の
形
勢

　
　
　

―
―
張
氏
時
代
の
帰
義
軍
―
―

一
、
張
氏
の
世
系

二
、
帰
義
軍
節
度
使
（
以
上
（
一
）
に
掲
載
）

三
、
帰
義
軍
を
め
ぐ
る
諸
外
族
の
勢
力

四
、
帰
義
軍
と
唐
と
の
関
係
（
以
上
（
二
）
に
掲
載
）

下
編　

東
西
交
通
路
上
の
敦
煌

　
　
　

―
―
曹
氏
時
代
の
帰
義
軍
―
―

一
、
曹
氏
の
世
系

二
、
五
代
宋
初
の
東
西
交
通
路
（
以
上
（
三
）
に
掲
載
）

三
、
帰
義
軍
の
宋
・
遼
と
の
関
係

四
、
帰
義
軍
と
東
西
交
通
路
上
の
諸
国
と
の
関
係

五
、
西
夏
の
興
起
と
東
西
交
通

余
論　

帰
義
軍
の
性
格
（
以
上
（
四
）
に
掲
載
）

　

小
説
「
敦
煌
」
に
見
ら
れ
る
藤
枝
論
文
の
影
響
は
、
前
述
の
尹
氏
が
指
摘
し
た

ウ
ィ
グ
ル
の
王
女
と
商
人
尉
遅
光
に
関
す
る
設
定
以
外
、
ほ
か
に
も
多
数
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
涼
州
の
位
置
・
情
勢
・
民
族
な
ど
に
関
す
る
紹
介
（
下

編
「
二
」
―
―
藤
枝
論
文
「
下
編
」
の
「
二
、
五
代
宋
初
の
東
西
交
通
路
」
に
関

連
す
る
内
容
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
、
以
下
同
じ
）、
甘
州
の
位
置
・
西

夏
に
攻
略
さ
れ
た
こ
と
（
下
編
「
二
」、「
三
」）、
ウ
ィ
グ
ル
女
性
の
服
装
に
関
す

る
描
写
（
下
編
「
四
」）、
于
闐
王
族
の
後
裔
と
称
す
る
商
人
尉
遅
光
の
一
族
に
関

す
る
情
報
（
下
編
「
二
」）、
最
後
の
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
「
曹
賢
順
」
と
そ
の
弟

「
延
恵
」（
下
編
「
一
」）、及
び
彼
ら
が
支
配
す
る
沙
州
と
瓜
州
に
関
す
る
記
述
（
序

⑻
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説
、
下
編
「
三
」、
余
論
）、
帰
義
軍
時
代
に
敦
煌
の
仏
教
が
隆
盛
を
極
め
て
い
る

様
子
（
余
論
）、ま
た
、敦
煌
に
于
闐
が
寄
進
し
た
仏
洞
が
あ
る
こ
と
（
下
編
「
四
」）、

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
藤
枝
論
文
の
目
次
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
う
と
、
井
上
靖

は
「
序
説
」、「
下
編
」
と
「
余
論
」
の
内
容
を
特
に
意
識
し
て
参
考
に
し
た
と
思

わ
れ
る
。
以
下
の
分
析
で
は
、「
節
度
使
」
を
め
ぐ
っ
て
、
共
通
点
と
し
て
の
「
沙

州
に
関
す
る
概
説
」
と
「「
漢
人
コ
ロ
ニ
ー
」
と
い
う
特
徴
」、
相
違
点
と
し
て
の

「
瓜
州
の
降
参
」
と
「「
延
恵
」
と
い
う
人
物
」
の
四
点
に
着
目
し
、
藤
枝
論
文
か

ら
の
影
響
を
検
討
す
る
。

　

た
だ
し
、
そ
の
前
に
「
節
度
使
」
は
ど
う
い
う
存
在
な
の
か
、
そ
の
沿
革
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。
歴
史
上
に
お
い
て
、「
節
度
使
」
は
唐
代
（
六
一
八
～
九
〇

七
年
）
に
設
置
さ
れ
、
最
初
は
異
民
族
の
侵
入
を
警
備
す
る
辺
境
守
備
隊
の
司
令

官
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。
景
雲
二
（
七
一
一
）
年
、「
河
西
節
度
使
」
の
設
置
に

よ
り
、「
節
度
使
」
と
い
う
官
職
名
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
官
位
授
与
の
際
、

朝
廷
か
ら
「
旌
節
」
と
い
う
儀
式
用
の
武
器
が
与
え
ら
れ
、
地
方
の
軍
事
、
行
政

や
財
務
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
に
な
る
。
安
史
の
乱
（
七
五
五
～
七
六
三
年
）
後
、

各
地
に
節
度
使
が
乱
立
す
る
よ
う
に
な
り
、
私
兵
を
擁
し
、
官
位
を
子
孫
や
部
下

に
譲
り
、
地
方
を
割
拠
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
節
度
使
は
そ
の
管
轄
地
域
に
軍
号

（
軍
隊
の
所
属
を
表
す
名
称
）
を
つ
け
た
名
で
称
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
本
稿
で
考

察
す
る「
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
」の
場
合
、「
沙
州
」は
そ
の
管
轄
地
域
で
あ
り
、「
帰

義
軍
」
は
そ
の
軍
号
に
あ
た
る
。
宋
代
（
九
六
〇
～
一
二
七
九
年
）
の
初
頭
、
軍

事
権
が
次
第
に
中
央
に
取
り
上
げ
ら
れ
、「
節
度
使
」
は
名
誉
職
に
な
っ
た
。
つ

ま
り
、
官
職
名
は
残
る
が
、
任
命
さ
れ
た
官
吏
は
実
際
に
現
地
に
赴
任
せ
ず
、
も

し
く
は
、
赴
任
し
て
も
実
権
を
握
ら
な
い
状
態
と
な
る
。
そ
の
後
、
元
朝
（
一
二

七
一
～
一
三
六
八
年
）
に
な
っ
て
、「
節
度
使
」
は
完
全
に
廃
止
さ
れ
た
。

　
特
に
「
帰
義
軍
節
度
使
」
に
関
し
て
は
、
藤
枝
論
文
の
「
序
説
」
の
冒
頭
に
お

い
て
、
次
の
よ
う
に
そ
の
概
略
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

帰
義
軍
節
度
使
と
は
唐
の
大
中
五
年　
西
紀
八

五
一
年

よ
り
北
宋
の
皇
祐
年
間 

 　
　
　
西
紀
一
〇
四
九

　

―
一
〇
五
二
年

の
こ
ろ
ま
で
お
よ
そ
二
百
年
間
敦
煌
沙州
に
拠
つ
て
ゐ
た
地
方

政
権
―
―
乃
至
は
小
王
国
で
あ
る
。
唐
朝
の
西
方
発
展
は
前
古
未
曾
有
の

も
の
で
あ
つ
た
が
、
安
史
の
乱
の
の
ち
そ
の
国
力
が
衰
へ
初
め
る
と
隴

右
・
河
西
・
安
西
の
諸
地
方
、
す
な
は
ち
今
日
の
甘
粛
・
新
疆
両
省
の
地

に
は
南
方
よ
り
吐
蕃
が
進
出
し
て
来
て
之
を
領
有
す
る
に
至
つ
た
。
武

宗
・
宣
宗
の
頃
に
こ
の
吐
蕃
の
支
配
が
動
揺
し
は
じ
め
た
と
き
、
沙
州
の

土
豪
張
議
潮
が
吐
蕃
よ
り
離
反
し
て
唐
に
帰
附
し
、
大
中
五
年
に
帰
義
軍

節
度
使
に
任
ぜ
ら
れ
、
爾
後
唐
の
亡
び
る
頃
ま
で
そ
の
一
族
の
者
が
こ
の

節
度
使
を
承
襲
し
た
。（
略
）
五
代
に
入
る
と
曹
氏
が
之
に
代
り
、
も
と

の
如
く
帰
義
軍
節
度
使
の
称
号
を
授
け
ら
れ
、
ま
た
燉
煌
王
と
も
称
し
て

居
り
、
五
代
・
宋
の
中
原
各
朝
に
入
貢
す
る
と
ゝ
も
に
、
北
の
契
丹
に
も

朝
貢
を
つ
ゞ
け
、
十
一
世
紀
の
半
ば
に
至
り
西
夏
の
た
め
に
併
合
せ
ら
れ

て
、
そ
の
二
百
年
の
歴
史
を
終
へ
た
。

　

こ
こ
で
、
時
代
背
景
と
と
も
に
、
張
議
潮
か
ら
始
ま
っ
た
「
沙
州
帰
義
軍
節
度

使
」
の
二
百
年
間
の
歴
史
が
、
唐
代
の
張
氏
一
族
と
五
代
・
宋
の
曹
氏
一
族
に
分

⑼

⑽
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け
ら
れ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。「
帰
義
」
と
は
、「
正
義
に
帰
服
す
る
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
初
代
の
張
議
潮
は
、
異
民
族
と
見
な
さ
れ
る
吐
蕃
の
勢
力
か
ら
離

れ
、
正
統
か
つ
正
義
と
称
す
る
漢
民
族
の
唐
王
朝
に
帰
服
し
た
た
め
、「
帰
義
軍
」

の
軍
号
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

三
、
藤
枝
論
文
と
の
共
通
点

　
三‒

一
、
沙
州
に
関
す
る
概
説

　

実
際
に
、
小
説
「
敦
煌
」
に
お
け
る
「
帰
義
軍
節
度
使
」
に
関
す
る
描
写
を
見

て
い
く
。
ま
ず
、
そ
の
根
拠
地
で
あ
る
沙
州
に
つ
い
て
確
認
す
る
。「
二
章
」
の

冒
頭
部
で
、
主
人
公
趙
行
徳
が
「
霊
州
に
近
い
一
聚
落
に
は
い
っ
た
」
こ
と
に
伴

い
、
以
下
の
よ
う
に
、
河
西
地
方
の
紹
介
が
な
さ
れ
る
。

　

こ
こ
（
霊
州
を
指
す
―
―
稿
者
注
）
か
ら
西
方
は
漢
の
武
帝
の
拓
い
た

所
謂
「
河
西
四
郡
」
で
あ
り
「
五
涼
の
地
」
で
あ
っ
て
、
中
国
本
土
と
西

域
と
を
繋
ぐ
回
廊
を
な
し
、
漢
以
降
長
く
中
国
歴
代
の
西
域
経
営
の
前
進

基
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
曾
て
は
涼
州
に
こ
の
回
廊
を

統
轄
す
る
河
西
節
度
使
が
置
か
れ
、
後
に
沙
州
に
設
置
さ
れ
た
帰
義
軍
節

度
使
が
そ
れ
に
代
わ
っ
た
が
、
孰
れ
に
し
て
も
中
国
の
勢
威
の
行
な
わ
れ

た
地
方
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
吐
蕃
、
回
鶻
が
こ
の
地
を
占
領
す
る
時
期
が

あ
っ
て
、
以
後
中
国
の
支
配
の
及
ば
な
い
化
外
の
地
に
な
っ
た
が
、
現
在

（11）

は
多
く
の
異
民
族
が
そ
れ
ぞ
れ
集
団
を
作
っ
て
幾
つ
か
小
王
国
を
形
成
し

て
い
た
。
そ
し
て
そ
う
し
た
異
民
族
の
中
で
最
も
強
盛
を
誇
っ
て
い
る
の

が
、
興
慶
を
根
拠
地
と
し
て
い
る
西
夏
で
あ
っ
た
。
西
夏
の
他
で
は
涼
州

に
拠
る
吐
蕃
の
一
部
族
、
甘
州
に
拠
る
回
鶻
、
そ
し
て
一
番
西
方
の
沙
州

に
帰
義
軍
節
度
使
の
名
を
留
め
た
漢
族
の
集
団
が
あ
っ
た
。（
二
章
・
二

九
六
頁
）　

　

こ
う
し
て
、
興
慶
の
西
夏
、
涼
州
の
吐
蕃
、
甘
州
の
回
鶻
（
ウ
ィ
グ
ル
）、
沙

州
の
帰
義
軍
節
度
使
と
い
う
よ
う
に
、
河
西
地
方
の
主
要
な
集
団
と
そ
れ
ぞ
れ
の

勢
力
範
囲
が
示
さ
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
帰
義
軍
節
度
使
が
小
説
に
初
め
て
登

場
し
、
そ
の
配
下
の
沙
州
は
、
異
民
族
に
取
り
囲
ま
れ
な
が
ら
も
、
漢
民
族
が
支

配
し
て
い
る
地
域
だ
と
記
さ
れ
る
。

　

次
に
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
、
井
上
が
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
藤
枝
論
文
の

関
連
箇
所
を
挙
げ
て
み
る
。

　

張
・
曹
二
氏
の
拠
つ
た
沙
州
は
漢
の
武
帝
の
拓
い
た
「
河
西
四
郡
」、

ま
た
は
唐
人
の
い
ふ
「
五
涼
」
の
地
の
最
西
端
に
位
置
す
る
都
市
で
あ
つ

て
、
い
は
ゆ
る
西
域
の
三
道
の
分
れ
出
る
要
衝
で
あ
る
。（
略
）
支
那
本

土
と
西
域
と
を
つ
な
ぐ
道
は
、
こ
の
河
西
地
方
を
経
由
す
る
も
の
、
す
な

は
ち
五
涼
諸
市
を
東
よ
り
涼
・
甘
・
粛
・
瓜
と
経
過
し
て
沙
州
に
到
る
も

の
が
古
来
の
常
道
で
あ
つ
た
。（
略
）

　

従
つ
て
河
西
地
方
は
つ
ね
に
支
那
歴
朝
の
西
域
経
営
の
前
進
基
地
と
な

（12）
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つ
て
ゐ
た
。
　

　

地
理
的
に
、
沙
州
は
河
西
地
方
の
一
番
西
に
位
置
し
、
従
来
、
中
国
の
本
土
と

西
域
と
を
つ
な
ぐ
重
要
な
場
所
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

小
説
「
敦
煌
」
と
藤
枝
論
文
に
お
い
て
波
線
を
付
し
た
箇
所
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、「
河
西
四
郡
」、「
五
涼
の
地
」、「
西
域
経
営
の
前
進
基
地
」
な
ど
、
歴
史
背

景
に
関
す
る
描
写
に
つ
い
て
は
、
井
上
は
藤
枝
と
同
じ
表
現
を
使
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
小
説
「
敦
煌
」
と
藤
枝
論
文
と
の
一
つ
の
共
通
点
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
三‒

二
、「
漢
人
コ
ロ
ニ
ー
」
と
い
う
特
徴

　
「
河
西
四
郡
」
ま
た
は
「
五
涼
の
地
」
の
最
西
端
に
あ
る
都
市
敦
煌
（
沙
州
）

を
支
配
す
る
帰
義
軍
節
度
使
に
関
し
て
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
小
説
「
敦
煌
」
で

は
そ
れ
が
「
漢
族
の
集
団
」
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、

同
じ
よ
う
な
内
容
が
小
説
中
で
何
度
か
強
調
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る

が
、
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
と
瓜
州
の
太
守
は
兄
弟
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
小
説
の

中
で
、
瓜
州
と
沙
州
が
同
時
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、「
瓜

州
と
沙
州
は
漢
人
の
経
営
し
て
い
る
地
で
あ
っ
て
、
曾
て
は
節
度
使
張
氏
一
族
が

実
権
を
握
り
、
現
在
は
代
わ
っ
て
曹
氏
一
族
の
拠
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
」（
四
章
・

三
三
九
頁
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
か
つ
て
の
「
張
氏
一
族
」
と
現
在
の
「
曹
氏

一
族
」
は
、
前
述
の
藤
枝
が
指
摘
し
た
唐
の
張
氏
時
代
と
五
代
・
宋
の
曹
氏
時
代

に
対
応
し
て
お
り
、
瓜
州
と
沙
州
が
昔
か
ら
漢
民
族
の
支
配
地
で
あ
る
こ
と
が
語

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
州
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
、
西
夏
の
見
方
も
述
べ
ら

（13）

れ
て
い
る
。

　

西
夏
と
し
て
は
も
と
も
と
西
域
へ
の
門
戸
を
な
す
こ
の
二
州
（
瓜
州
と

沙
州
を
指
す
―
―
稿
者
注
）
へ
、
い
つ
か
は
兵
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
た
だ
こ
の
二
州
に
関
す
る
限
り
、
事
情
は
頗
る
複
雑
で
あ
っ
た
。

今
ま
で
攻
略
し
た
涼
州
や
甘
州
や
粛
州
の
場
合
と
は
違
っ
て
、
相
手
は
吐

番
で
も
回
鶻
で
も
、
そ
れ
ら
の
支
族
で
も
な
く
、
れ
っ
き
と
し
た
漢
民
族

で
あ
っ
た
。
現
在
は
母
国
宋
の
支
配
下
に
は
な
く
、
一
つ
の
独
立
国
家
の

体
裁
を
取
っ
て
は
い
た
が
、
併
し
、
は
っ
き
り
と
宋
と
無
関
係
な
国
と
も

言
い
き
れ
な
か
っ
た
。
未
だ
に
権
力
者
曹
氏
は
、
形
式
的
で
は
あ
る
が
沙

州
節
度
使
の
名
を
宋
朝
か
ら
貰
っ
て
い
た
し
、
若
し
こ
の
二
州
と
宋
と
の

間
に
異
民
族
の
蟠
踞
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
こ
は
当
然
曾
て
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
宋
国
の
一
部
で
あ
る
筈
で
あ
っ
た
。
謂
っ
て
み
れ
ば
、
こ
こ
は

異
民
族
の
侵
入
に
依
っ
て
母
国
と
隔
絶
さ
れ
、
已
む
な
く
独
立
国
家
の
形

を
取
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
漢
民
族
の
小
さ
い
島
で
あ
っ
た
。（
四
章
・

三
三
九
頁
）

　

要
す
る
に
、
瓜
州
と
沙
州
は
、
異
民
族
の
侵
入
に
よ
っ
て
母
国
宋
と
隔
て
ら
れ

て
は
い
る
が
、「
れ
っ
き
と
し
た
漢
民
族
」
が
作
り
上
げ
た
「
独
立
国
家
」
で
あ

る
と
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
も
井
上
靖
が
藤
枝
論
文
を
参
照
し
た
結
果
だ
と
思
わ
れ
る
。
藤

枝
論
文
に
お
い
て
、
帰
義
軍
節
度
使
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、「
諸
外
族
の
間
に



井
上
靖
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国
を
立
て
た
漢
人
コ
ロ
ニ
ー
で
あ
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

敦
煌
は
漢
人
が
住
み
支
那
文
化
の
風
靡
し
て
ゐ
た
町
で
あ
る
と
今
更
こ

と
ご
と
し
く
言
ひ
立
て
れ
ば
、
或
は
笑
止
の
沙
汰
と
思
ふ
人
も
あ
る
で
あ

ら
う
。
し
か
し
我
々
は
帰
義
軍
が
回
鶻
や
吐
番
に
と
り
囲
ま
れ
て
支
那
本

土
か
ら
切
離
さ
れ
て
国
を
立
て
ゝ
ゐ
た
す
が
た
を
正
し
く
み
ね
ば
な
ら
な

い
。

　

度
々
述
べ
た
様
に
敦
煌
は
夷
夏
雑
処
の
地
で
あ
る
。
し
か
し
帰
義
軍
は

支
那
人
が
立
て
た
国
で
あ
つ
て
、
支
那
人
が
支
配
者
と
な
つ
て
居
り
、
そ

の
国
の
文
化
は
主
と
し
て
支
那
の
文
化
で
あ
つ
た
。

　

藤
枝
の
い
う
「
支
那
」
と
は
、「
中
国
に
対
し
て
か
つ
て
日
本
人
が
用
い
た
呼

称
」
で
あ
る
。
一
方
、「
中
国
」
は
「
漢
民
族
の
居
住
地
」
で
あ
り
、「
古
来
、
漢

民
族
は
周
辺
の
外
民
族
を
蛮
夷
と
称
し
、
自
ら
は
世
界
の
中
心
に
あ
る
こ
と
を
誇

り
に
」
す
る
た
め
、「
中
国
」
と
自
称
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
基
づ
き
、「
支
那
」

＝
「
中
国
」
＝
「
漢
民
族
」
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
藤
枝
の
記
述
を
「
漢
民
族
」

と
い
う
言
葉
で
統
一
し
て
ま
と
め
る
と
、
敦
煌
（
沙
州
）
は
異
民
族
に
取
り
囲
ま

れ
な
が
ら
も
、
漢
民
族
が
支
配
し
て
い
る
独
立
国
家
で
あ
り
、
漢
民
族
の
文
化
が

主
体
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、「
支
配
者
」
と
「
主
と
す

る
文
化
」
の
二
点
か
ら
、
敦
煌
の
「
漢
人
コ
ロ
ニ
ー
」
と
し
て
の
特
徴
が
説
か
れ

て
い
る
。

（14）

（15）

（16）

（17）

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
小
説
「
敦
煌
」
に
お
い
て
、
沙
州
の
支
配
者
「
曹
賢
順
」
は
、

「
威
厳
を
具
え
」
て
い
る
意
志
の
強
い
武
人
と
し
て
設
定
さ
れ
、
彼
の
結
末
は
西

夏
と
の
戦
い
に
戦
死
し
た
。
西
夏
と
戦
う
前
に
、
瓜
州
の
太
守
・
弟
の
延
恵
か
ら

瓜
州
が
陥
落
し
た
話
を
聞
い
た
時
、
曹
賢
順
は
次
の
発
言
を
す
る
。

「
い
つ
か
は
西
夏
の
侵
略
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ
て
い
た
。
た

だ
そ
れ
が
早
く
来
た
だ
け
だ
。
張
議
潮
以
来
の
沙
州
節
度
使
の
名
誉
に
か

け
て
も
闘
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
た
だ
残
念
な
こ
と
は
、
現
在
の
沙
州

に
西
夏
の
大
軍
に
対
抗
す
る
だ
け
の
武
力
が
な
い
こ
と
だ
。
わ
た
し
の
代

で
曹
氏
が
滅
び
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
も
致
し
方
あ
る
ま
い
。
往
時
、

こ
の
国
は
吐
番
に
征
服
さ
れ
、
長
い
間
漢
人
は
平
時
吐
番
の
服
を
着
、
祭

日
の
時
だ
け
漢
服
を
着
て
天
を
仰
い
で
慟
哭
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

ま
た
そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
こ
の
国
の
者
を
見
舞
う
だ
ろ
う
。
併
し
、
一
つ

の
民
族
が
永
久
に
こ
の
土
地
を
征
服
し
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
吐
番

が
去
っ
た
よ
う
に
、
西
夏
も
ま
た
い
つ
か
は
去
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
、
そ

の
あ
と
に
は
わ
れ
わ
れ
の
子
孫
が
雑
草
の
よ
う
な
残
り
方
で
残
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
は
疑
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
こ

こ
に
は
漢
人
の
霊
が
、
他
の
い
か
な
る
民
族
の
霊
よ
り
多
く
眠
っ
て
い
る

か
ら
だ
。
こ
こ
は
漢
土
な
の
だ
」（
八
章
・
三
七
九
頁
）

　

最
初
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
初
代
の
帰
義
軍
節
度
使
「
張
議
潮
」
の
名
前

が
挙
げ
ら
れ
、
昔
か
ら
漢
人
で
あ
る
節
度
使
が
沙
州
を
支
配
し
て
き
た
こ
と
が
語
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ら
れ
る
。
波
線
部
の
「
漢
服
」
と
後
の
傍
線
部
の
「
漢
人
の
霊
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ

服
装
と
精
神
面
に
反
映
さ
れ
て
い
る
漢
文
化
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。
特
に
最
後
の
「
こ
こ
は
漢
土
な
の
だ
」
と
い
う
断
定
的
な
表
現
は
、
地
理
的

に
も
文
化
的
に
も
、
沙
州
は
漢
民
族
が
所
有
す
る
も
の
だ
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。

藤
枝
が
指
摘
し
た
敦
煌
の
「
漢
人
コ
ロ
ニ
ー
」
と
し
て
の
特
徴
、
つ
ま
り
漢
民
族

が
「
支
配
者
」
で
あ
る
こ
と
と
漢
文
化
が
「
主
と
す
る
文
化
」
で
あ
る
こ
と
は
、

曹
賢
順
の
発
言
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

実
際
、
曹
賢
順
が
語
っ
て
い
る
吐
番
に
征
服
さ
れ
た
歴
史
に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
に
、
藤
枝
論
文
に
も
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

か
う
し
て
吐
蕃
の
治
下
に
入
つ
た
五
涼
地
方
の
漢
人
の
状
態
に
つ
い
て
、

新
唐
書
吐
蕃
伝
に
は
右
の
沙
州
陥
落
の
記
事
に
つ
ヾ
け
て
、「
沙
州
の
人
々

は
み
な
胡
服
を
着
て
吐
蕃
に
仕
へ
た
が
、
毎
年
父
祖
を
祀
る
と
き
に
は
中

国
の
服
を
着
て
慟
哭
し
、
ま
た
そ
れ
を
蔵
つ
て
ゐ
た
」
と
い
ふ
。

　

藤
枝
が
参
照
し
た
『
唐
書
』（『
新
唐
書
』）
の
原
文
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て

あ
る
。

州
人
皆
胡
服
臣
虜
毎
歳
時
祀
父
祖
衣
中
国
之
服
号
慟
而
蔵
之

　

こ
の
文
は
、
藤
枝
が
解
釈
し
た
と
お
り
の
意
味
で
、
初
代
の
帰
義
軍
節
度
使
張

議
潮
が
吐
蕃
よ
り
離
反
し
て
唐
に
帰
服
す
る
ま
で
、
沙
州
に
居
る
漢
人
が
漢
服
さ

（18）

（19）

え
自
由
に
着
ら
れ
な
い
と
い
う
境
遇
を
描
い
て
い
る
。『
唐
書
』（『
新
唐
書
』）
は
、

「
敦
煌
」
執
筆
時
の
参
考
文
献
リ
ス
ト
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
井
上
靖

の
次
の
述
懐
か
ら
、
参
考
に
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

小
説
の
史
料
に
し
た
五
世
紀
の
『
法
顕
伝
』
や
七
世
紀
の
玄
奘
三
蔵
の

著
し
た
『
大
唐
西
域
記
』
な
ど
は
暗
記
す
る
程
に
読
み
返
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
西
域
は
北
方
の
遊
牧
民
や
強
力
な
遊
牧
国
家
と
、
西
域
を
経
営
し
よ

う
と
し
た
中
国
の
抗
争
の
歴
史
の
場
で
す
か
ら
、『
漢
書
』、『
後
漢
書
』、『
唐

書
』
な
ど
中
国
の
国
史
に
は
必
ず
「
西
域
伝
」
と
い
う
一
章
が
あ
り
、
そ

れ
ら
も
根
本
の
資
料
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、一
九
七
七
年
一
〇
月
一
〇
日
付
『
週
刊
読
書
人
』（
第
1201
号
）
の
「
本

と
人
と
」
欄
に
刊
行
さ
れ
た
談
話
で
あ
る
。
井
上
は
、
中
国
の
新
疆
ウ
ィ
グ
ル
自

治
区
の
ホ
ー
タ
ン
（
昔
の
于
闐
地
域
）
を
訪
ね
た
感
想
を
語
っ
て
い
る
。
そ
の
中

に
、
于
闐
が
舞
台
と
な
っ
た
歴
史
小
説
「
異
域
の
人
」（『
群
像
』
第
8
巻
第
8
号
、

一
九
五
三
年
七
月
）
と
「
崑
崙
の
玉
」（『
オ
ー
ル
讀
物
』
第
22
巻
第
7
号
、
一
九

六
七
年
七
月
）
の
二
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
引
用
に
あ
る
よ
う
に
基
本
的
な
参

考
資
料
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
井
上
靖
が
『
法
顕
伝
』
と
『
大
唐
西
域

記
』、
そ
し
て
『
唐
書
』
を
含
む
中
国
の
史
書
を
熟
読
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
敦

煌
」
に
は
直
接
関
わ
っ
て
い
な
い
が
、
中
国
に
関
す
る
歴
史
小
説
の
執
筆
に
際
し
、

井
上
は
基
本
と
し
て
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
史
料
を
参
照
し
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

（20）



井
上
靖
「
敦
煌
」
と
藤
枝
晃
「
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
始
末
」
―
「
節
度
使
」
の
描
写
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
周
　
霞

（9）

　

一
方
、
前
述
し
た
沙
州
が
吐
番
に
征
服
さ
れ
た
歴
史
に
関
し
て
、
小
説
「
敦
煌
」

の
描
写
を
、
藤
枝
論
文
と
『
唐
書
』（『
新
唐
書
』）
に
お
け
る
記
述
と
照
ら
し
合

わ
せ
て
確
認
す
る
と
、「
慟
哭
」
な
ど
藤
枝
論
文
と
同
じ
言
葉
を
使
っ
て
い
る
箇

所
が
あ
る
と
わ
か
る
。
ま
た
、「
慟
哭
」
の
直
後
の
「
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
」
と

い
う
表
現
も
、
藤
枝
論
文
の
最
後
の
「
と
い
ふ
」
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
う
か

が
え
る
。
断
言
は
で
き
な
い
が
、こ
の
部
分
の
描
写
は
、井
上
靖
が
『
唐
書
』（『
新

唐
書
』）
を
意
識
し
な
が
ら
、藤
枝
論
文
を
主
と
し
て
参
考
に
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

四
、
藤
枝
論
文
と
の
ず
れ

　
四‒

一
、
瓜
州
の
降
参

　
「
漢
人
コ
ロ
ニ
ー
」
で
あ
る
瓜
州
と
沙
州
が
西
夏
に
攻
略
さ
れ
る
前
に
、
瓜
州

の
権
力
者
が
自
ら
西
夏
に
降
参
し
た
事
件
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
藤
枝

は
『
宋
史
』
の
「
夏
国
伝
」
を
参
照
し
、
甘
州
攻
略
の
事
件
と
同
時
に
取
り
上
げ
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

甘
州
も
徳
明
以
来
の
屡
次
の
攻
撃
の
後
に
天
聖
六
年　

  西紀
一
〇

二
六
年

（
藤
枝
が

記
し
て
い
る
西
紀
「
一
〇
二
六
年
」
は
「
一
〇
二
八
年
」
の
誤
記
だ
と
思

わ
れ
る
―
―
稿
者
注
）に
至
つ
て
西
夏
の
獲
る
所
と
な
り（　
　

 

宋
史
巻
四
八

五
、
夏
国
伝
下

）、

次
い
で
同
八
年
に
は
瓜
州
の
王
な
る
者
が
西
夏
に
降
つ
た
と
い
ふ（
同上
）。（21）

　
『
宋
史
』
の
原
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

天
聖
六
年
徳
明
遣
子
元
昊
攻
甘
州
抜
之
八
年
瓜
州
王
以
千
騎
降
于
夏

天
聖
六
年
、
徳
明
は
子
元
昊
に
甘
州
を
攻
撃
さ
せ
て
攻
略
し
た
。（
天
聖
）

八
年
、
瓜
州
王
が
千
騎
を
率
い
て
西
夏
に
降
っ
て
来
た
。（
稿
者
訳
）

　

要
す
る
に
、
天
聖
六
年
、
西
夏
が
甘
州
を
攻
略
し
、
天
聖
八
年
、
瓜
州
王
が
自

ら
西
夏
に
降
参
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
、
小
説
「
敦
煌
」
で
は
、
甘
州
攻
略
に
つ
い
て
、「
李
元
昊
が
自
ら
全
軍

を
率
い
て
、
回
鶻
人
の
拠
点
で
あ
る
甘
州
の
攻
略
に
取
り
か
か
っ
た
の
は
、（
天

聖
六
年
―
―
稿
者
注
）
五
月
の
中
頃
で
あ
っ
た
」（
二
章
・
三
〇
八
頁
）
と
描
か

れ
る
。
こ
の
時
間
設
定
は
、『
宋
史
』
ま
た
は
藤
枝
論
文
に
記
さ
れ
て
い
る
「
天

聖
六
年
」
と
合
致
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
瓜
州
王
が
西
夏
に
降
る
時
期
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
小
説
「
敦
煌
」
に

お
い
て
、
瓜
州
の
降
参
は
、
西
夏
と
吐
蕃
と
の
戦
争
を
背
景
に
、「（
西
夏
の
―
―

稿
者
注
）
部
隊
が
粛
州
へ
は
い
っ
て
か
ら
四
カ
月
た
っ
た
翌
天
聖
九
年
の
三
月
、

突
如
吐
蕃
の
大
軍
が
こ
の
方
面
を
目
指
し
て
進
攻
し
て
来
る
と
い
う
情
報
を
得
て
、

西
夏
軍
は
そ
れ
を
迎
え
撃
つ
た
め
に
城
を
出
た
」（
四
章
・
三
三
七
頁
）
と
あ
る
。

そ
し
て
、
連
日
の
戦
闘
の
後
、「
吐
蕃
の
前
軍
は
殆
ど
の
兵
を
失
っ
て
、
完
全
に

潰
え
去
」
り
、「
吐
蕃
の
本
営
を
襲
っ
た
西
夏
の
本
隊
は
、積
雪
を
踏
ん
で
凱
旋
し
」

（
四
章
・
三
三
九
頁
）
た
と
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、よ
く
読
む
と
、そ
の
後
「
旬

（22）
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日
な
ら
ず
し
て
、瓜
州
の
太
守
延
恵
が
部
兵
千
騎
を
率
い
て
西
夏
に
降
っ
て
来
た
」

（
四
章
・
三
三
九
頁
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
瓜
州
王
が
西
夏
に
降
る
の
は
、
小
説

で
は
「
天
聖
九
年
の
三
月
」
頃
と
な
る
の
で
あ
り
、そ
れ
は
藤
枝
論
文
と
『
宋
史
』

に
記
さ
れ
て
い
る
「（
天
聖
）
八
年
」
と
は
、
一
年
間
ず
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

相
違
点
は
、
小
説
の
中
で
、
歴
史
的
事
実
と
は
別
に
作
り
出
さ
れ
た
主
人
公
趙
行

徳
の
行
動
に
、
整
合
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
生
じ
た
ず
れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
に
関
連
し
て
、
趙
行
徳
の
遍
歴
に
関
す
る
年
表
（
次
頁
）
を
示
す
。

　

年
表
に
あ
る
よ
う
に
、
天
聖
四
年
、
趙
行
徳
は
進
士
試
験
を
受
け
る
た
め
に
都

開
封
へ
上
る
。
落
第
し
た
後
、
偶
然
西
夏
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
布
切
を
も
ら
い
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
西
夏
へ
の
旅
立
ち
を
決
心
す
る
。
天
聖
五
年
、
霊
州
を
経

て
涼
州
に
入
り
、
そ
こ
で
兵
卒
と
し
て
、
西
夏
軍
の
漢
人
部
隊
に
配
さ
れ
た
ま
ま
、

一
年
間
を
過
し
て
天
聖
六
年
を
迎
え
る
。
そ
の
五
月
に
、
甘
州
は
西
夏
に
占
領
さ

れ
（
こ
れ
に
関
し
て
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
歴
史
的
な
事
実
と
合
致
し
て
い
る
）、

趙
行
徳
は
城
内
で
ウ
ィ
グ
ル
の
王
女
と
出
会
っ
て
愛
し
合
う
よ
う
に
な
る
。
し
か

し
、
ま
も
な
く
六
月
に
、
西
夏
文
字
を
学
ぶ
た
め
に
、
趙
行
徳
は
興
慶
に
派
遣
さ

れ
る
。
ウ
ィ
グ
ル
の
王
女
と
別
れ
る
時
、
趙
行
徳
は
一
年
以
内
に
帰
っ
て
来
る
と

約
束
し
た
が
、結
局
、約
束
を
守
れ
ず
興
慶
で
二
年
間
を
過
し
、再
び
甘
州
に
戻
っ

て
来
た
の
は
天
聖
八
年
の
一
〇
月
末
で
あ
る
。
そ
の
時
、
ウ
ィ
グ
ル
の
王
女
は
既

に
李
元
昊
の
側
室
に
な
り
、
生
き
て
帰
っ
て
来
た
趙
行
徳
を
見
る
と
、
彼
女
は
苦

し
ん
で
城
壁
か
ら
投
身
自
殺
し
た
。
そ
の
後
、
物
語
は
天
聖
九
年
の
三
月
、
つ
ま

り
西
夏
と
吐
蕃
と
の
戦
争
、
及
び
瓜
州
王
が
西
夏
に
降
参
し
た
時
点
（
こ
れ
に
関

し
て
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
歴
史
的
な
事
実
と
一
年
ず
れ
て
い
る
）
に
移
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
過
程
を
見
る
と
、
瓜
州
の
降
参
に
つ
い
て
、
小
説
と
歴
史
的
な
事

実
と
の
間
の
一
年
ず
れ
は
、
趙
行
徳
が
ウ
ィ
グ
ル
の
王
女
と
の
約
束
を
破
る
こ
と

か
ら
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
趙
行
徳
は
一
年
以
内
に
帰
っ

て
来
る
約
束
を
し
、
ウ
ィ
グ
ル
の
王
女
と
別
れ
、
西
夏
文
字
を
学
び
に
興
慶
に
赴

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
西
夏
文
字
を
習
得
し
て
か
ら
、「
趙
行
徳
は
西
夏
文
字
と
漢

字
と
の
対
照
表
を
作
る
仕
事
に
取
り
か
か
」
り
、「
月
日
の
経
っ
て
行
く
の
を
忘

れ
た
」（
四
章
・
三
二
四
頁
）
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
ウ
ィ
グ
ル
の
王
女
と
の
約

束
を
破
り
、
一
年
遅
れ
て
甘
州
に
戻
っ
て
来
た
。
一
方
、
ウ
ィ
グ
ル
の
王
女
は
彼

が
既
に
戦
争
中
に
死
ん
だ
と
思
い
、
同
時
に
、
李
元
昊
か
ら
の
死
の
責
苦
に
あ
い
、

や
む
を
得
ず
李
元
昊
の
側
室
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
二
人
が
再
会
し
た
時
、
王

女
は
苦
し
ん
で
、
心
の
潔
白
を
証
明
す
る
た
め
自
殺
し
た
。
彼
女
が
退
場
し
た
後
、

物
語
は
戦
争
場
面
に
入
る
。
ま
ず
、
西
夏
軍
が
吐
蕃
を
破
り
、
そ
れ
か
ら
、
瓜
州

の
太
守
延
恵
が
瓜
州
を
戦
火
か
ら
免
れ
さ
せ
る
た
め
に
自
ら
西
夏
に
降
参
し
た
。

趙
行
徳
が
再
び
甘
州
に
入
っ
た
の
は
天
聖
八
年
の
一
〇
月
末
以
降
と
な
る
た
め
、

そ
の
年
代
は
物
語
の
進
行
に
あ
わ
せ
、
自
ず
と
翌
天
聖
九
年
に
入
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
藤
枝
論
文
と
『
宋
史
』
に
記
さ
れ
て
い
る
「（
天
聖
）

八
年
」
と
は
、
一
年
間
ず
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。



井
上
靖
「
敦
煌
」
と
藤
枝
晃
「
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
始
末
」
―
「
節
度
使
」
の
描
写
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
周
　
霞

（11）

趙
行
徳
の
遍
歴
に
関
す
る
年
表
（
小
説
「
敦
煌
」
の
本
文
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
傍
線
部
は
年
代
と
場
所
を
示
す
。）

年
　
代

出
　
来
　
事

天
聖
四
（
一
〇
二
六
）
年

春
～
夏

・
趙
行
徳
が
進
士
試
験
を
受
け
る
た
め
に
都
開
封
へ
上
る
。

・
落
第
す
る
が
、
城
外
の
市
場
で
偶
然
西
夏
の
女
を
救
い
、
西
夏
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
布
切
れ
を
も
ら
う
。

・
西
夏
文
字
を
追
究
す
る
た
め
、
西
夏
へ
の
旅
立
ち
を
決
心
す
る
。

天
聖
五
（
一
〇
二
七
）
年

・ 
趙
行
徳
が
霊
州
を
経
て
涼
州
に
入
り
、
そ
こ
で
兵
卒
と
し
て
、
西
夏
軍
の
漢
人
部
隊
に
配
さ
れ
た
ま
ま
、
一
年
間
を
過
し
て
天
聖
六
年

を
迎
え
る
。

天
聖
六
（
一
〇
二
八
）
年

五
月
～
六
月

・
五
月
の
中
頃
、
李
元
昊
が
自
ら
全
軍
を
率
い
て
甘
州
を
攻
略
す
る
。

・ 

趙
行
徳
が
甘
州
城
内
で
ウ
ィ
グ
ル
の
王
女
と
出
会
っ
て
愛
し
合
う
よ
う
に
な
る
が
、
ま
も
な
く
、
六
月
に
西
夏
文
字
を
学
ぶ
た
め
に
興

慶
に
派
遣
さ
れ
る
。

・
一
年
以
内
に
帰
っ
て
来
る
約
束
を
し
、
趙
行
徳
が
ウ
ィ
グ
ル
の
王
女
と
別
れ
る
。

天
聖
八
（
一
〇
三
〇
）
年

一
〇
月
末

・
趙
行
徳
が
約
束
を
守
れ
ず
、
興
慶
で
二
年
間
を
過
し
、
再
び
甘
州
に
戻
っ
て
来
た
の
は
天
聖
八
年
の
一
〇
月
末
で
あ
る
。

・ 

ウ
ィ
グ
ル
の
王
女
が
既
に
李
元
昊
の
側
室
に
さ
れ
、
生
き
て
帰
っ
て
来
た
趙
行
徳
を
見
る
と
、
彼
女
は
苦
し
ん
で
城
壁
か
ら
投
身
自
殺

す
る
。

・
西
夏
軍
が
粛
州
へ
入
る
。

天
聖
九
（
一
〇
三
一
）
年

三
月

・
西
夏
軍
が
吐
蕃
と
闘
っ
て
勝
利
を
収
め
る
。

・
ま
も
な
く
、
瓜
州
の
太
守
延
恵
が
部
兵
千
騎
を
率
い
て
西
夏
に
降
参
す
る
。

（
趙
行
徳
の
そ
の
後
の
遍
歴
は
、
こ
こ
で
の
分
析
に
必
要
な
い
た
め
省
略
す
る
。）
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四‒

二
、「
延
恵
」
と
い
う
人
物

　

西
夏
に
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
、
曹
氏
一
族
は
八
代
続
き
、
瓜
州
と
沙
州
を
治
め
て

い
た
。
藤
枝
は
、『
五
代
史
』、『
宋
史
』、『
宋
会
要
輯
稿
』
や
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』

な
ど
の
史
書
に
基
づ
き
、
以
下
の
よ
う
な「
曹
氏
系
図
」（
1
～
8
の
番
号
が
つ
い

て
い
る
箇
所
は
、
曹
氏
八
代
の
節
度
使
の
名
前
を
指
す
）
を
提
示
し
て
い
る
。

【
図
①
】 

曹
氏
系
図
（
藤
枝
晃
「
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
始
末
」（
三
）（『
東
方
学
報
』

第
13
冊
第
1
分
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
四
二
年
六
月
）

六
四
頁
か
ら
引
用
し
た
。）

　

議
　
金

元
　
　
徳

元
　
　
深

元
　
　
忠

（
元
　
恭
？
）

延
敬（
恭
）

延
　
　
禄

延
　
　
晟

延
　
　
瑞

宗
　
　
寿

宗
　
　
文

賢（
恭
）順

賢
　
　
恵

１

２３

５

７

８

６

４

　
ま
た
、
曹
氏
時
代
の
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
と
瓜
州
の
権
力
者
の
名
前
に
関
し
て
、

藤
枝
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
対
応
図
を
示
し
て
い
る
。

【
図
②
】 

沙
州
帰
義
軍
節
度
使
と
瓜
州
の
権
力
者
と
の
対
応
図
（【
図
①
】
に
同
じ
、

七
四
頁
の
注
（
142
）
か
ら
引
用
し
た
。）

（
節
度
使
）

（
瓜　

州
）

議　
　

金
　
　
　
　
　
　

慕
容
帰
盈

元　
　

徳
　
　
　
　
　
　

？

元　
　

深
　
　
　
　
　
　

元　
　

忠

元　
　

忠
　
　
　
　
　
　

延　
　

敬
（
元
恭
？
）

延　
　

敬
　
　
　
　
　
　

？

延　
　

禄
　
　
　
　
　
　

延
晟
、
延
瑞

宗　
　

寿
　
　
　
　
　
　

宗　
　

文

賢　
　

順
　
　
　
　
　
　

賢　
　

恵

　

そ
し
て
、
両
者
（
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
と
瓜
州
の
権
力
者
）
の
詳
し
い
関
係
に

つ
い
て
、
藤
枝
は
次
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
曹
氏
時
代
に
は
節
度
副
使
格
に
相
当
す
る
人
物
―
―
節
度
使
の

弟
若
し
く
は
長
子
―
―
が
瓜
州
を
領
す
る
の
が
普
通
で
あ
つ
た
模
様
で
あ

る
。
曹
議
金
の
時
代
に
は
瓜
州
刺
史
慕
容
帰
盈
な
る
者
の
名
が
見
え
る
け

れ
ど
も
、
右
に
述
べ
た
様
に
元
深
が
節
度
使
で
あ
つ
た
時
に
は
弟
の
元
忠

が
瓜
州
刺
史
で
あ
り
、
元
深
に
代
つ
て
元
忠
が
立
つ
と
そ
の
子
の
延
恭
が

瓜
州
団
練
使
と
な
つ
た
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
制
は
曹
氏
最
後
の
節
度
使
賢
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順
の
下
に
、
弟
の
賢
恵
が
知
瓜
州
と
な
る
ま
で
引
続
き
行
は
れ
て
ゐ
た
。

　

上
記
の
図
表
と
記
述
に
は
、
曹
氏
八
代
の
節
度
使
の
名
前
や
、
節
度
使
と
瓜
州

の
権
力
者
と
の
関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
後
の
一
代
に
注
目
す
る
と
、
沙

州
帰
義
軍
節
度
使
は
「
曹
賢
順
」
が
担
当
し
て
お
り
、
そ
の
下
に
弟
の
「
賢
恵
」

が
瓜
州
の
管
理
役
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
ら
に
関
連
し
て
、
小
説
「
敦
煌
」
に
類
似
し
た
描
写
が
あ
る
。
ま
ず
、
曹

氏
八
代
の
節
度
使
の
名
前
を
確
認
す
る
。
小
説
の
終
わ
り
頃
に
、
曹
氏
一
族
が
滅

亡
し
た
後
、
そ
の
家
伝
が
仏
洞
に
祀
ら
れ
る
場
面
が
あ
る
。
家
伝
と
い
う
形
で
各

代
当
主
、
つ
ま
り
節
度
使
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、「
曹
議
金
よ
り
始
ま
っ
て
、

元
徳
、
元
深
、
元
忠
、
延
敬
、
延
禄
、
宗
寿
、
賢
順
の
曹
氏
八
代
の
当
主
の
名
が

認
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
年
月
日
か
ら
、
そ
の
生
涯
の
事
蹟
に
到
る
ま
で
か
な

り
詳
細
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
あ
っ
た
」（
十
一
章
・
四
一
六
頁
）
と
い
う
よ
う
に

描
か
れ
る
。【
図
①
】
の
「
曹
氏
系
図
」
に
1
～
8
の
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
初
代
の
議
金
か
ら
最
後
の
賢
順
ま
で
、

曹
氏
一
族
八
代
の
節
度
使
の
名
前
に
関
し
て
は
、
井
上
の
記
述
は
藤
枝
論
文
と
合

致
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
一
点
だ
け
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
小
説
「
敦
煌
」
に
登
場
す
る
の

は
、
最
後
の
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
「
曹
賢
順
」
と
そ
の
弟
・
瓜
州
の
太
守
「
延
恵
」

で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
、
小
説
で
は
確
か
に
、「
節
度
使
曹
賢
順

は
沙
州
に
あ
っ
て
そ
こ
を
統
べ
、
弟
延
恵
は
瓜
州
の
太
守
と
し
て
、
瓜
州
を
支
配

し
て
い
た
」（
四
章
・
三
三
九
頁
）
と
書
い
て
あ
る
。
つ
ま
り
、
沙
州
帰
義
軍
節

度
使
と
瓜
州
の
太
守
が
兄
弟
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
弟
」
の

名
前
に
相
違
が
あ
る
。
藤
枝
論
文
で
は
、「
賢
恵
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

小
説
「
敦
煌
」
で
は
「
延
恵
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
厳
密
に
い
う
と
、
そ

れ
で
は
「
弟
」
の
名
前
の
「
輩
行
字
」
が
お
か
し
い
こ
と
に
な
る
。「
輩
行
字
」

と
は
、
同
族
の
同
世
代
の
名
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
同
一
の
頭
文
字
で
あ
る
。
漢
民

族
の
名
の
付
け
方
の
慣
例
と
し
て
、
姓
の
次
に
世
代
関
係
を
表
す
輩
行
字
が
使
わ

れ
る
。【
図
①
】
の
「
曹
氏
系
図
」
で
説
明
す
る
と
、
第
二
代
の
「
元
徳
」、
第
三

代
の
「
元
深
」
と
第
四
代
の
「
元
忠
」
は
兄
弟
で
あ
り
、
彼
ら
の
名
前
に
同
じ
輩

行
字
「
元
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、第
五
代
の
「
延
敬
」
と
第
六
代
の
「
延

禄
」
も
兄
弟
で
、
二
人
と
も
名
前
に
「
延
」
と
い
う
輩
行
字
が
入
っ
て
い
る
。
同

じ
よ
う
に
、
最
後
の
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
「
賢
順
」
の
場
合
、
名
の
最
初
の
文
字

「
賢
」
は
輩
行
字
で
あ
り
、
そ
れ
と
相
応
し
て
、
彼
の
弟
も
「
賢
」
を
輩
行
字
に

使
い
、
藤
枝
の
指
摘
す
る
「
賢
恵
」
と
い
う
名
前
に
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ

ろ
が
、
井
上
は
「
延
恵
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
は
藤
枝
論
文
と
の
ず
れ
で
あ
る
。

　

実
際
、「
賢
恵
」
な
の
か
「
延
恵
」
な
の
か
に
関
し
て
は
、
羅
振
玉
は
「
瓜
沙

曹
氏
年
表
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
注
記
を
つ
け
て
い
る
。

（「
大
中
祥
符
七
年
」
―
―
稿
者
注
）
四
月
、《
長
編
》（『
続
資
治
通
鑑
長
編
』

を
指
す
―
―
稿
者
注
）
作
「
四
月
甲
子
」。
以
帰
義
軍
兵
馬
留
後
曹
賢
順
為

本
軍
節
度
使
、
弟
賢
恵
《
宋
史
・
沙
州
伝
》
誤
作
「
延
恵
」、《
長
編
》
等
並

作
「
賢
恵
」。
為
検
校
刑
部
尚
書
、
知
瓜
州（24）

（23）
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（
大
中
祥
符
七
（
西
紀
一
〇
一
四
）
年
）
四
月
、『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
で

は
「
四
月
甲
子
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
帰
義
軍
兵
馬
留
後
曹
賢
順
が
本
軍
の

節
度
使
に
な
り
、
そ
の
弟
賢
恵 

『
宋
史
・
沙
州
伝
』
で
は
「
延
恵
」
と
誤
記

さ
れ
、『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
な
ど
で
は
「
賢
恵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
が
検

校
刑
部
尚
書
と
し
て
瓜
州
の
管
理
役
に
な
る
（
稿
者
訳
）

　

羅
氏
の
注
記
に
よ
る
と
、『
宋
史
』
の
「
沙
州
伝
」
に
記
さ
れ
て
い
る
「
延
恵
」

は
「
賢
恵
」
の
誤
記
で
あ
り
、『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
な
ど
の
史
書
で
は
「
賢
恵
」

と
記
さ
れ
る
と
い
う
。

　
『
宋
史
』
の
本
文
で
は
、
確
か
に
「
大
中
祥
符
末
宗
寿
卒
授
賢
順
本
軍
節
度
弟

延
恵
為
検
校
刑
部
尚
書
知
瓜
州
」と
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
「
弟
」
の
名
前

は
「
延
恵
」
と
さ
れ
る
。『
宋
史
』
に
関
し
て
は
、
既
に
確
認
し
た
と
お
り
、
藤

枝
論
文
に
も
井
上
の
参
考
文
献
リ
ス
ト
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、

羅
振
玉
の
「
瓜
沙
曹
氏
年
表
」
に
関
し
て
も
、
藤
枝
も
井
上
も
参
考
に
し
た
と
い

う
。
藤
枝
論
文
に
は
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

ぺ
リ
オ
氏
発
見
の
文
書
が
北
京
に
持
つ
て
来
ら
れ
た
と
き
、
羅
振
玉
氏
を

は
じ
め
、
曹
君
直
元忠
、
蒋
斧
諸
氏
が
そ
れ
ら
の
文
書
の
解
説
・
考
証
の
う

ち
に
帰
義
軍
の
史
事
に
触
れ
る
所
が
あ
つ
た
の
が
、
こ
れ
の
研
究
の
は
じ

ま
り
で
、
か
く
て
羅
振
玉
氏
は
「
張
義
潮
伝
」・「
瓜
沙
曹
氏
年
表
」
の
二

篇
を
も
の
し
て
、
帰
義
軍
二
百
年
の
歴
史
の
大
概
を
述
べ
た
。

（25）

（26）

　

羅
氏
の
「
瓜
沙
曹
氏
年
表
」
は
、
帰
義
軍
節
度
使
の
歴
史
を
研
究
す
る
た
め
の

一
つ
の
土
台
だ
と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
井
上
は
「
小
説
「
敦
煌
」
ノ
ー
ト
」

に
お
い
て
、「
羅
振
玉
の
『
雪
堂
叢
刻
』
の
中
の
「
瓜
沙
曹
氏
年
表
」
も
逸
し
ら

れ
ぬ
も
の
で
あ
る
」と
語
り
、
そ
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
で
も
小
説
「
敦
煌
」
の
中
で
、「
弟
」
の
名
前
が
「
賢
恵
」
で
は

な
く
、「
延
恵
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
何
故
か
。
一
つ
に
は
、
井
上
が
『
宋
史
』

を
正
史
と
し
て
尊
重
し
た
た
め
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
一
つ
に
は
、

井
上
が
羅
振
玉
の
注
記
を
目
に
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
前

引
し
た
「
瓜
沙
曹
氏
年
表
」
に
あ
る
よ
う
に
、「
延
恵
」
の
名
前
が
「
賢
恵
」
の

誤
り
だ
と
い
う
説
明
は
、
注
記
と
し
て
小
さ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
年
表
」

は
多
数
あ
る
参
考
資
料
の
中
の
一
つ
で
あ
り
、
小
説
創
作
時
に
、
井
上
は
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
、
一
つ
ず
つ
確
認
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
え
る
だ
ろ
う
と
推
察
さ

れ
る
。

　

ま
た
、
人
物
設
定
の
面
か
ら
、
あ
え
て
「
賢
」
を
使
わ
な
か
っ
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。「
延
恵
は
肥
満
し
た
躰
と
、
ど
ん
よ
り
と
曇
っ
た
動
か
な
い
表
情
を

持
っ
た
四
十
五
、六
歳
の
人
物
」（
五
章
・
三
四
三
頁
）
で
あ
り
、そ
の
性
格
は
、「
西

夏
が
強
大
に
な
っ
て
、
そ
の
脅
威
を
感
じ
る
と
、
す
ぐ
臣
属
を
誓
わ
な
い
と
安
心

し
て
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
小
心
で
神
経
質
な
と
こ
ろ
」（
五
章
・
三
四
五
頁
）
が

あ
る
と
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
西
夏
の
本
隊
が
沙
州
、
瓜
州
へ
侵
入
す
る
と

い
う
報
に
接
」
す
る
と
、「
怯
え
き
っ
て
半
病
人
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」（
七
章
・

三
六
六
頁
）
の
で
あ
る
。
彼
の
西
夏
対
策
は
、「
毎
日
の
よ
う
に
考
え
を
変
え
、

温
和
し
い
態
度
で
西
夏
の
本
隊
を
迎
え
る
気
に
な
っ
た
り
、
城
を
棄
て
て
沙
州
へ

（27）



井
上
靖
「
敦
煌
」
と
藤
枝
晃
「
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
始
末
」
―
「
節
度
使
」
の
描
写
を
め
ぐ
っ
て
―
　
　
周
　
霞
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移
り
、
そ
こ
で
西
夏
の
侵
入
を
喰
い
と
め
る
考
え
に
な
っ
た
り
し
て
」（
七
章
・

三
六
六
～
三
六
七
頁
）
お
り
、
明
晰
な
判
断
力
に
欠
け
る
。
一
方
、「
賢
」
は
「
学

徳
の
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
」
や
「
か
し
こ
い
こ
と
」
を
指
す
。
小
説
の
中
の
「
延

恵
」
に
は
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
少
し
で
も
与
え
た
く
な
か
っ
た
た
め
、「
賢
」

を
使
う
こ
と
が
避
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
察
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、「
延
恵
」
は
「
仏
教
を
信
ず
る
点
で
は
人
に
劣
ら
な
い
」（
五

章
・
三
四
三
頁
）
と
自
評
し
て
い
る
。
自
ら
西
夏
に
降
参
し
た
後
、
朱
王
礼
や
趙

行
徳
ら
西
夏
軍
の
漢
人
部
隊
が
瓜
州
に
入
り
、
彼
の
館
に
赴
い
た
と
き
、
延
恵
は

次
の
発
言
を
す
る
。

「
西
夏
は
最
近
西
夏
の
文
字
を
持
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
私
は
私
の

持
っ
て
い
る
経
典
を
西
夏
語
に
釈
し
て
、
西
夏
へ
贈
り
た
い
と
思
う
。
そ

う
し
た
釈
経
の
仕
事
は
既
に
興
慶
で
や
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
が
、
私
は

私
の
仏
に
対
す
る
報
恩
の
仕
事
と
し
て
、
そ
の
こ
と
を
為
し
た
い
と
思
う
。

そ
れ
に
関
す
る
必
要
な
経
費
は
全
部
負
担
す
る
が
、
そ
れ
に
協
力
し
て
貰

え
な
い
だ
ろ
う
か
」（
五
章
・
三
四
三
頁
）

　

経
典
を
西
夏
語
に
翻
訳
す
る
目
的
は
、
西
夏
に
贈
る
た
め
で
あ
る
。
一
方
、
ほ

か
の
何
も
の
で
も
な
い
経
典
に
す
る
こ
と
自
体
、
及
び
傍
線
部
の
「
仏
に
対
す
る

報
恩
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
延
恵
の
仏
教
に
対
す
る
熱
心
さ
が
う
か
が
え
よ
う
。

そ
の
他
に
も
、
瓜
州
か
ら
沙
州
へ
撤
退
す
る
時
に
、
彼
は
「
沙
州
を
救
え
、
寺
を

守
れ
、
そ
ん
な
こ
と
を
一
人
で
口
走
っ
て
」（
七
章
・
三
七
五
頁
）
お
り
、
仏
教

（28）

の
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
る
こ
と
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
、
曹
氏
家
伝
の
最
後

に
は
、「
仏
に
対
す
る
信
仰
篤
く
、
西
夏
侵
入
の
折
逃
げ
る
を
潔
し
と
せ
ず
、
一

人
沙
州
城
内
に
留
ま
っ
て
自
ら
を
火
中
に
投
ず
」（
十
一
章
・
四
一
六
頁
）
と
い

う
よ
う
に
、
八
代
当
主
の
次
に
延
恵
の
事
蹟
も
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、

小
説
内
で
は
延
恵
の
仏
教
に
対
す
る
信
仰
心
の
篤
さ
が
至
る
と
こ
ろ
で
強
調
さ
れ

て
い
る
。

　

前
述
し
た
政
治
的
に
無
能
力
者
で
あ
る
反
面
、
仏
教
を
広
め
、
重
ん
じ
、
危
機

か
ら
守
り
た
い
と
い
う
よ
う
に
、「
延
恵
」
の
人
物
像
に
も
う
一
つ
の
性
格
が
付

与
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
延
」
は
「
延
長
」
の
意
で
、「
長
い
こ
と
」
を
指
す
。

小
説
中
の
「
延
恵
」
は
、
経
典
を
長
く
存
続
さ
せ
た
い
気
持
ち
が
強
く
、
仏
教
の

永
遠
性
を
一
途
に
追
求
し
て
い
る
。
彼
の
こ
の
面
を
考
慮
し
、
名
前
に
「
延
」
と

い
う
字
が
与
え
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

五
、
ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
藤
枝
晃
の
「
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
始
末
」
を
主
な
比
較
対
象
と
し
、

小
説
「
敦
煌
」
に
お
け
る
「
節
度
使
」
の
描
写
に
関
す
る
考
察
を
行
な
っ
た
。
具

体
的
に
は
、
共
通
点
と
し
て
の
「
沙
州
に
関
す
る
概
説
」
と
「「
漢
人
コ
ロ
ニ
ー
」

と
い
う
特
徴
」、相
違
点
と
し
て
の
「
瓜
州
の
降
参
」
と
「「
延
恵
」
と
い
う
人
物
」

の
四
つ
の
面
か
ら
検
討
し
た
。

　
「
沙
州
に
関
す
る
概
説
」
で
は
、
小
説
「
敦
煌
」
に
お
け
る
描
写
と
藤
枝
論
文

（29）
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に
お
け
る
記
述
と
を
比
較
し
、
歴
史
背
景
に
関
す
る
全
体
的
な
説
明
か
ら
具
体
的

な
言
葉
の
表
現
ま
で
、
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
共
通
点
と
し
て
挙
げ
た
。

　
「「
漢
人
コ
ロ
ニ
ー
」
と
い
う
特
徴
」
で
は
、
小
説
「
敦
煌
」
に
描
か
れ
て
い
る

瓜
・
沙
二
州
が
昔
か
ら
漢
民
族
の
支
配
地
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
二
州
に
対
す
る
西

夏
の
見
方
、
最
後
の
帰
義
軍
節
度
使
曹
賢
順
の
発
言
な
ど
を
取
り
上
げ
た
。
帰
義

軍
節
度
使
が
「
漢
族
の
集
団
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
こ
の
描
き
方
は
、
井

上
靖
が
藤
枝
論
文
の
「
漢
人
コ
ロ
ニ
ー
」
と
い
う
箇
所
を
参
照
し
た
結
果
だ
と
思

わ
れ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
小
説
中
の
曹
賢
順
が
語
っ
て
い
る
吐
番
征
服
下
の
漢

民
族
の
境
遇
に
関
し
て
も
、
藤
枝
論
文
に
お
け
る
記
述
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、「「
漢
人
コ
ロ
ニ
ー
」
と
い
う
特
徴
」
も
共
通
点
と
し
て
挙
げ
た
。

　

一
方
、
相
違
点
の
一
つ
目
の
「
瓜
州
の
降
参
」
に
関
し
て
は
、
事
件
自
体
は
史

料
の
と
お
り
で
あ
り
、
つ
ま
り
瓜
州
の
権
力
者
が
自
ら
西
夏
に
降
参
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
た
だ
し
、
そ
の
年
代
が
歴
史
的
な
事
実
と
一
年
ず
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
、
架
空
の
主
人
公
趙
行
徳
の
遍
歴
に
関
す
る
年
表
を
示
し
な
が
ら

検
討
し
た
。
彼
の
行
動
に
整
合
性
を
持
た
せ
、
無
理
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

生
じ
た
ず
れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

相
違
点
の
二
つ
目
の
「「
延
恵
」
と
い
う
人
物
」
に
関
し
て
は
、
藤
枝
論
文
を

は
じ
め
、
羅
振
玉
「
瓜
沙
曹
氏
年
表
」
と
『
宋
史
』
の
「
沙
州
伝
」
の
関
連
箇
所

を
確
認
し
た
。
小
説
「
敦
煌
」
の
中
で
、
帰
義
軍
節
度
使
「
曹
賢
順
」
の
弟
・
瓜

州
の
太
守
の
名
前
が
「
賢
恵
」（
藤
枝
論
文
と
羅
振
玉
「
瓜
沙
曹
氏
年
表
」
の
注

記
に
お
け
る
記
述
）
で
は
な
く
、「
延
恵
」（『
宋
史
』
の
「
沙
州
伝
」
に
お
け
る

記
述
）
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
井
上
靖
が
『
宋
史
』
を
正
史
と
し
て
尊
重
し
て
い

る
、
あ
る
い
は
羅
振
玉
の
注
記
を
目
に
し
て
い
な
い
た
め
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
し

か
し
一
方
で
、
小
説
に
お
け
る
人
物
設
定
の
面
か
ら
、
そ
の
性
格
に
相
応
し
い
名

前
に
す
る
た
め
、
あ
え
て
「
賢
」
を
使
わ
ず
、「
延
」
と
い
う
字
を
与
え
た
可
能

性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
本
稿
で
検
討
し
た
共
通
点
と
相
違
点
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。「
沙
州
に
関
す
る
概
説
」、「「
漢
人
コ
ロ
ニ
ー
」
と
い
う
特
徴
」、
さ
ら
に

は
瓜
州
王
が
自
ら
西
夏
に
降
参
し
た
こ
と
、
及
び
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
と
瓜
州
の

太
守
が
兄
弟
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
歴
史
背
景
の
よ
う
な
大
き
な
枠
組
み
に
関
し
て

は
、
井
上
靖
は
忠
実
に
考
証
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
瓜
州
が

降
参
し
た
年
代
、「
延
恵
」
と
い
う
人
物
に
関
す
る
描
写
な
ど
、
物
語
の
進
展
や

人
物
の
造
型
に
関
し
て
は
、
井
上
靖
は
史
実
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
登
場
人
物
の
行

動
や
性
格
を
最
優
先
に
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

実
際
に
、「
敦
煌
」
の
執
筆
当
時
、
創
作
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
井
上
は
次

の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

こ
ん
ど
は
楽
に
、
自
由
に
書
く
つ
も
り
で
あ
る
。
登
場
人
物
の
映
像
も
、

そ
の
行
動
も
頭
の
中
に
一
応
つ
く
り
上
げ
ら
れ
て
あ
る
。
そ
こ
に
、
い
ま

ま
で
調
べ
た
時
代
の
背
景
、
考
証
と
い
っ
た
も
の
を
入
れ
て
行
く
だ
け
で

あ
る
。
一
千
年
前
の
敦
煌
石
窟
の
包
蔵
作
業
が
、
自
分
で
つ
く
り
出
し
た

人
物
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
の
立
合
人
の
よ
う
な
気

持
で
書
い
て
行
け
ば
い
い
と
思
う
。（30）
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上
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晃
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こ
こ
で
、
登
場
人
物
の
映
像
・
行
動
と
時
代
の
背
景
・
考
証
は
、
歴
史
小
説
の

二
大
要
素
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
登
場
人
物
の
映
像
・
行
動
に

つ
い
て
の
作
者
自
身
の
想
像
が
土
台
に
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
土
台
に
時
代
の

背
景
・
考
証
、
つ
ま
り
歴
史
的
事
実
を
加
え
て
い
く
と
い
う
解
釈
に
な
る
で
あ
ろ

う
。

　

簡
単
に
言
え
ば
、
井
上
靖
は
「
敦
煌
」
に
お
い
て
、
架
空
の
主
人
公
趙
行
徳
の

人
生
を
描
き
、
敦
煌
千
仏
洞
の
経
巻
埋
葬
の
謎
を
小
説
の
形
で
解
こ
う
と
し
た
。

当
時
の
宋
の
時
代
背
景
や
、
科
挙
、
河
西
地
方
の
状
況
、
西
夏
の
興
起
、
節
度
使

や
仏
教
な
ど
、
物
語
に
関
わ
っ
て
い
る
歴
史
的
な
要
素
に
関
し
て
は
、
勿
論
史
実

を
も
と
に
書
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
本
稿
の
考
察
で
わ
か
る
よ
う
に
、
登
場
人
物

の
行
動
や
性
格
に
関
し
て
は
、
物
語
の
進
行
に
応
じ
て
無
理
が
な
い
よ
う
に
、
歴

史
を
ず
ら
し
た
箇
所
も
あ
る
。
む
し
ろ
、
歴
史
と
か
み
合
わ
な
い
場
合
は
、
登
場

人
物
の
造
型
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
優
先
す
る
井
上
靖
の
歴
史
小
説
観
が
、
そ
こ
に
見

て
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注⑴　

 「
作
家
の
ノ
ー
ト
」
は
井
上
靖
自
筆
の
公
開
日
誌
で
あ
り
、
一
九
五
八
年
九
月
か
ら

一
九
五
九
年
七
月
・
九
月
に
か
け
て
雑
誌
『
新
潮
』（
第
55
巻
第
9
号
～
第
56
巻
第

7
号
・
第
9
号
）
に
十
二
回
連
載
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
井
上
の
一
年
間
（
昭
和

三
三
年
七
月
六
日
～
昭
和
三
四
年
七
月
二
一
日
）
の
創
作
活
動
が
詳
し
く
記
録
さ

れ
て
い
る
。「
敦
煌
」
の
創
作
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
間
に
行
な
わ
れ
、
井
上
が
執
筆
前

か
ら
脱
稿
後
に
か
け
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

資
料
を
参
考
に
し
て
い
た
の
か
に
関
し
て
は
、
そ
の
日
誌
か
ら
確
認
で
き
る
。

　
　

 「『
敦
煌
』
に
つ
い
て
」
は
、「
自
作
解
題
」
と
し
て
、
一
九
七
二
年
一
〇
月
に
新

潮
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
井
上
靖
小
説
全
集
』
第
15
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、

そ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
四
月
発
行
の
『
図
書
』
第
127
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
私
の
敦

煌
資
料
」
の
改
題
再
録
で
あ
る
。

　
　

 「
小
説
「
敦
煌
」
ノ
ー
ト
」
は
、
一
九
八
〇
年
六
月
、
日
本
放
送
出
版
協
会
発
行
の

『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド　

絲
綢
之
路
第
2
巻　

敦
煌
―
―
砂
漠
の
大
画
廊
』
に
「
敦
煌
と

私
」
の
総
題
で
掲
載
し
た
う
ち
の
最
後
の
一
篇
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、「『
敦
煌
』

に
つ
い
て
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
冒
頭
部
分
、
年
代
の
違
い
に
よ
る
変
更
点
と
、

若
干
の
添
削
以
外
に
、
提
示
さ
れ
た
参
考
資
料
は
す
べ
て
同
じ
も
の
で
あ
る
。

⑵　

 

こ
こ
に
挙
げ
て
い
る
参
考
文
献
に
関
し
て
、井
上
靖
の
自
筆
文
章
の
内
容
と「
敦
煌
」

の
執
筆
時
期
か
ら
見
て
、
書
誌
情
報
は
以
下
の
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　

・『
宋
史
』（〔
元
〕
脱
脱
等
編
、
商
務
印
書
館
、
一
九
五
八
年
一
二
月
）

　
　

・『
宋
史
紀
事
本
末
』（〔
明
〕
陳
邦
瞻
編
、
中
華
書
局
、
一
九
五
五
年
九
月
）

　
　

・ 

藤
枝
晃
「
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
始
末
」（『
東
方
学
報
』
第
12
冊
第
3
分
～
第
13

冊
第
2
分
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
四
一
年
一
二
月
～
一
九
四
三

年
一
月
）

　
　

・『
科
挙
』（
宮
崎
市
定
、
秋
田
屋
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
）

　
　

・『
新
西
域
記
』（
上
原
芳
太
郎
編
、
有
光
社
、
一
九
三
七
年
四
月
）

　
　

・ 『
水
滸
伝
』（
全
13
冊
、
吉
川
幸
次
郎
・
清
水
茂
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
七
年

六
月
～
一
九
九
一
年
一
二
月
）



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
七
号
（
二
〇
一
九
・
三
）

（18）

　
　

・ 

松
村
一
弥
訳
「
東
京
夢
華
録
」（
松
枝
茂
夫
・
今
村
与
志
編
『
中
国
古
典
文
学
全

集
第
32
巻　

歴
代
随
筆
集
』、
平
凡
社
、
一
九
五
九
年
六
月
）

⑶　

 
井
上
靖
「
小
説
「
敦
煌
」
ノ
ー
ト
」（
井
上
靖
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

絲
綢
之
路
第
2
巻　

敦
煌
―
―
沙
漠
の
大
画
廊
』、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八

〇
年
六
月
）、引
用
は
『
井
上
靖
全
集
』
別
巻
（
新
潮
社
、二
〇
〇
〇
年
四
月
）
よ
り
、

二
一
一
頁
。

⑷　

 

井
上
靖
「
作
家
の
ノ
ー
ト
」（『
新
潮
』
第
55
巻
第
9
号
～
第
56
巻
第
7
号
・
第
9
号
、

新
潮
社
、
一
九
五
八
年
九
月
～
一
九
五
九
年
七
月
・
九
月
）、
引
用
は
『
井
上
靖
全

集
』
第
24
巻
（
新
潮
社
、
一
九
九
七
年
七
月
）
よ
り
、
五
〇
六
頁
。

⑸　

 

藤
澤
秀
幸
「
井
上
靖
と
敦
煌
」（『
清
泉
文
苑
』
第
12
号
、
清
泉
女
子
大
学
人
文
科

学
研
究
所
、
一
九
九
五
年
三
月
）、
五
九
頁
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
引
用
中
の
傍

線
は
稿
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
区
別
す
る
た
め
、
描
写
を
比
較
す
る
場
合
の
傍

線
は
「　
　

」
で
示
し
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
「　
　

」
で
示
し
た
。

⑹　

 

尹
芷
汐
「
埋
葬
／
発
見
さ
れ
る
異
民
族
の
歴
史
―
―
「『
楼
蘭
』『
敦
煌
』」
論
」（『
井

上
靖
研
究
』
第
13
号
、
井
上
靖
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
七
月
）、
三
一
頁
。

⑺　

注
⑹
に
同
じ
、
三
一
頁
。

⑻　

 「
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
始
末
」
の
四
回
の
連
載
は
、そ
れ
ぞ
れ
（
一
）（
二
）（
三
）（
四
）

と
表
記
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
た
。（
一
）
一
九
四
一
年
一
二
月
発
行
の
第

12
冊
第
3
分
、
五
八
～
九
八
頁
、（
二
）
一
九
四
二
年
三
月
発
行
の
第
12
冊
第
4
分
、

四
二
～
七
五
頁
、（
三
）
一
九
四
二
年
六
月
発
行
の
第
13
冊
第
1
分
、
六
三
～
九
五

頁
、（
四
）
一
九
四
三
年
一
月
発
行
の
第
13
冊
第
2
分
、
四
六
～
九
八
頁
。

⑼　
「
節
度
使
」
に
関
す
る
情
報
は
、
下
記
の
参
考
文
献
に
基
づ
い
て
ま
と
め
た
。

　
　

・『
中
国
語
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
三
月
）、
一
五
五
二
頁
。

　
　

・ 『
辞
海
』
一
九
九
九
年
彩
図
本
（
上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
九
九
年
九
月
）、
一

五
一
四
～
一
五
一
五
頁
。

　
　

・ 『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
第
7
巻
（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
七
月
）、
一

四
〇
五
頁
。

⑽　

 

藤
枝
晃
「
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
始
末
」（
一
）（『
東
方
学
報
』
第
12
冊
第
3
分
、
京

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
四
一
年
一
二
月
）、
五
八
～
五
九
頁
。
な
お
、
引

用
に
あ
た
り
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
歴
史
的
な
仮
名
遣
い
は
そ
の
ま
ま
と

し
た
。
ま
た
、
引
用
の
中
に
、
現
代
の
判
断
基
準
で
は
不
適
切
な
表
現
が
あ
る
が
、

原
文
の
歴
史
性
を
考
慮
し
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
以
下
同
じ
。

（11）　
『
中
国
語
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
三
月
）、
一
一
六
〇
頁
。

（12）　

 

井
上
靖
「
敦
煌
」
の
本
文
は
『
井
上
靖
全
集
』
第
12
巻
（
新
潮
社
、
一
九
九
六
年

四
月
）
に
よ
っ
た
。
引
用
箇
所
が
わ
か
る
よ
う
に
、
本
稿
に
お
い
て
は
「（
二
章
・

二
九
六
頁
）」
と
い
う
よ
う
に
、
章
と
ペ
ー
ジ
数
で
示
し
た
。
な
お
、
ル
ビ
を
適
宜

削
除
し
た
。

（13）　

注
⑽
に
同
じ
、
五
九
～
六
〇
頁
。

（14）　

 

藤
枝
晃
「
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
始
末
」（
四
）（『
東
方
学
報
』
第
13
冊
第
2
分
、
京

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
四
三
年
一
月
）、
八
四
頁
。

（15）　

注
（14）
に
同
じ
、
八
九
頁
。

（16）　

 『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
第
6
巻
（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
六
月
）、
九
〇

一
頁
。

（17）　

 『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
第
8
巻
（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
八
月
）、
一
四
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（19）

五
六
頁
。

（18）　

注
⑽
に
同
じ
、
八
五
頁
。

（19）　

 〔
宋
〕
欧
陽
修
・
宋
祁
編
『
新
唐
書
』（
縮
印
百
衲
本
二
十
四
史
）
巻
二
一
六
下
「
列

伝
第
一
四
一
下　

吐
蕃
下
」（
商
務
印
書
館
、
一
九
五
八
年
一
二
月
）、
一
五
一
八
頁
。

（20）　

 

井
上
靖
「
限
り
な
き
西
域
へ
の
夢
」（『
週
刊
読
書
人
』
第
1201
号
、
読
書
人
、
一
九

七
七
年
一
〇
月
一
〇
日
）、
引
用
は
『
井
上
靖
全
集
』
第
27
巻
（
新
潮
社
、
一
九
九

七
年
一
〇
月
）
よ
り
、
五
一
二
頁
。

（21）　

注
（14）
に
同
じ
、
五
四
頁
。

（22）　

 〔
元
〕
脱
脱
等
編
『
宋
史
』（
縮
印
百
衲
本
二
十
四
史
）
巻
四
八
五
「
列
伝
第
二
四

四　

外
国
一
」
の
「
夏
国
上
」（
商
務
印
書
館
、
一
九
五
八
年
一
二
月
）、
五
六
二

四
頁
。

（23）　

 

藤
枝
晃
「
沙
州
帰
義
軍
節
度
使
始
末
」（
三
）（『
東
方
学
報
』
第
13
冊
第
1
分
、
京

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
四
二
年
六
月
）、
七
一
頁
。

（24）　

 

羅
振
玉
「
瓜
沙
曹
氏
年
表
」（『
雪
堂
叢
刻
』、
上
虞
羅
氏
、
一
九
一
五
年
）、
引
用

は
『
羅
振
玉
学
術
論
著
集
』
第
8
集
（
上
）（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
一

二
月
）
よ
り
、
八
四
頁
。
な
お
、
羅
振
玉
（
一
八
六
六
年
八
月
八
日
～
一
九
四
〇

年
五
月
一
四
日
）
は
、
甲
骨
文
字
の
研
究
者
で
あ
り
、
敦
煌
学
の
分
野
で
も
大
き

な
業
績
を
残
し
て
お
り
、『
殷
商
貞
卜
文
字
攷
一
卷
』（
玉
簡
齋
、一
九
一
〇
年
）、『
鳴

沙
石
室
佚
書
』（
羅
氏
宸
翰
楼
、
一
九
一
三
年
）
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。

（25）　

 

注
（22）
に
同
じ
、巻
四
九
〇
「
列
伝
第
二
四
九　

外
国
六
」
の
「
沙
州
」、五
六
八
七
頁
。

な
お
、
こ
の
文
の
意
味
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

 

大
中
祥
符
の
末
、
宗
寿
（
賢
順
と
延
恵
の
父
親
―
―
稿
者
注
）
が
卒
し
、
賢
順
が

本
軍
の
節
度
を
授
け
ら
れ
、
そ
の
弟
延
恵
が
検
校
刑
部
尚
書
と
し
て
瓜
州
の
管
理

役
に
な
る
。

（26）　

注
⑽
に
同
じ
、
六
六
頁
。

（27）　

注
⑶
に
同
じ
、
二
一
二
頁
。

（28）　

 『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
第
4
巻
（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
四
月
）、
七
二

一
頁
。

（29）　

 『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
第
2
巻
（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
二
月
）、
一
四

四
七
頁
。

（30）　

注
⑷
に
同
じ
、
五
一
一
頁
。



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
四
十
七
号
（
二
〇
一
九
・
三
）

（20）


